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今
年
度
の
全
国
学
力
学
習
状
況
調

査
に
つ
い
て
は
、
４
月
に
小
学
校
６

年
生
と
中
学
校
３
年
生
を
対
象
と
し

て
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

平
取
町
の
状
況
と
し
て
は
、
小
中

学
校
と
も
に
、
全
国
よ
り
や
や
低
い

も
の
の
、
ほ
ぼ
平
均
並
み
で
、
日
高

管
内
で
は
高
い
状
況
で
す
。

　

学
力
調
査
に
合
わ
せ
て
、
児
童
生

徒
質
問
紙
も
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
７
年
度

全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査

ら
し
た
素
晴
ら
し
い
も
の
と
な
り

ま
し
た
。
当
日
は
、
ど
の
学
校
も

１
０
０
名
以
上
の
保
護
者
や
住
民
の

方
々
が
参
観
さ
れ
、
子
ど
も
達
も
温

か
な
拍
手
と
言
葉
を
か
け
て
い
た
だ

き
、
満
足
感
と
自
信
を
持
つ
こ
と
が

で
き
た
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

12
月
に
入
り
、
議
会
総
務
文
教
常

任
委
員
会
、
教
育
委
員
の
学
校
訪
問

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
各
校
の
校
長
よ

り
、
学
校
の
状
況
に
つ
い
て
説
明
を

受
け
る
と
と
も
に
、
意
見
交
換
を
い

た
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
授
業
参
観
で
は
、
一
人
一

台
端
末
を
使
用
し
た
授
業
展
開
や
授

業
の
振
り
返
り
に
A
Ⅰ
学
習
ド
リ
ル

な
ど
を
使
用
す
る
な
ど
、
講
義
形
式

の
授
業
か
ら
Ⅰ
C
Ｔ
機
器
等
を
活
用

し
た
、
個
別
に
応
じ
た
最
適
で
、
子

ど
も
同
士
が
協
力
し
学
び
合
う
、
協

働
的
な
授
業
を
参
観
し
、
評
価
を
い

た
だ
い
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

９
月
中
旬
か
ら
10
月
に
か
け
て
、

各
小
中
学
校
で
学
習
発
表
会
、
学
校

祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
各
校
と
も

児
童
生
徒
と
教
職
員
が
一
つ
と
な

り
、発
表
も
い
ろ
い
ろ
な
工
夫
を
凝

学
校
活
動
の
状
況

教育長　松 田 拓 美

児
童
・
保
護
者
の
心
身
の
負
担
が
大

き
く
、
保
護
さ
れ
た
児
童
の
的
確
な

ケ
ア
に
も
支
障
を
き
た
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
道
内
で
も
広
域
の
管
轄
区

域
で
あ
り
、
虐
待
件
数
、
保
護
件
数

の
多
さ
に
よ
り
課
題
が
生
じ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
室
蘭
児
童
相
談
所
苫
小

牧
分
室
へ
の
一
次
保
護
所
機
能
の
設

置
を
要
望
し
ま
し
た
。

11
月
26
日
に
北
海
道
知
事
、
北
海

道
保
健
福
祉
部
長
ほ
か
へ
要
望
し
て

い
ま
す
。

　【
12
月
17
日
定
例
会

　

要
望
経
過
報
告
】

　

日
高
総
合
開
発
期
成
会
と
し
て
の

要
望
経
過
を
報
告
し
ま
す
。

①
室
蘭
児
童
相
談
所
苫
小
牧
分
室

へ
の
一
時
保
護
所
機
能
の
設
置
に
関

す
る
要
望

　

現
在
、
一
次
保
護
さ
れ
る
児
童

は
、
室
蘭
児
童
相
談
所
の
施
設
等
を

活
用
し
て
い
ま
す
が
、
日
高
地
方
は

も
と
よ
り
、
東
胆
振
か
ら
室
蘭
ま
で

の
長
距
離
移
動
を
余
儀
な
く
さ
れ
、

11
月
４
日
に
北
海
道
知
事
、
北
海

道
建
設
部
長
、
北
海
道
議
会
議
員
ほ

か
へ
要
望
し
て
い
ま
す
。

③
高
規
格
道
路
「
日
高
自
動
車

道
」の
整
備
促
進
の
要
望

　

今
年
度
に
は
新
冠
イ
ン
タ
ー
ま
で

開
通
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ

の
先
の
早
期
整
備
に
関
し
て
、
今
年

７
月
に
要
請
し
た
重
点
項
目
に
つ
い

て
再
度
要
望
し
ま
し
た
。

11
月
18
〜
19
日
に
か
け
、
道
内
選

出
国
会
議
員
、
財
務
省
、
国
土
交
通

省
ほ
か
へ
要
望
し
て
い
ま
す
。

　

北
海
道
ア
イ
ヌ
振
興
対
策
事
業
推

進
協
議
会
の
要
望
と
し
て
、
ア
イ
ヌ

政
策
推
進
交
付
金
の
予
算
の
確
保
、

生
活
環
境
改
善
施
設
整
備
事
業
の
拡

充
と
予
算
確
保
、
ア
イ
ヌ
農
林
漁
業

対
策
事
業
の
推
進
に
つ
い
て
要
望
し

ま
し
た
。

11
月
19
日
に
道
内
選
出
国
会
議

員
、
内
閣
官
房
ア
イ
ヌ
総
合
政
策
室

ほ
か
へ
要
望
し
て
い
ま
す
。

　
【
11
月
26
日
臨
時
会

　

要
望
経
過
報
告
】

　

日
高
総
合
開
発
期
成
会
と
し
て
の

要
望
経
過
を
報
告
し
ま
す
。

①
ホ
ッ
カ
イ
ド
ウ
競
馬
の
永
続
的

な
発
展
に
関
す
る
要
望

　

今
年
の
発
売
額
は
５
７
３
億
円
を

超
え
、
過
去
最
高
額
を
更
新
す
る
結

果
と
な
り
ま
し
た
が
、
こ
の
収
益
を

競
馬
事
業
へ
優
先
的
に
還
元
す
る
こ

と
。
ま
た
、
す
で
に
工
事
が
進
ん
で

い
る
厩
舎
、
厩
務
員
住
宅
等
の
移
転

新
築
な
ど
、
老
朽
化
の
進
む
施
設
整

備
を
着
実
に
進
め
る
こ
と
な
ど
を
要

望
し
ま
し
た
。

11
月
４
日
に
北
海
道
知
事
、
北
海

道
農
政
部
長
、
北
海
道
競
馬
事
業
室

長
ほ
か
へ
要
望
し
て
い
ま
す
。

②
大
規
模
災
害
に
備
え
た
代
替

（
避
難
）
道
路
の
新
設
に
関
す
る
緊

急
要
望

　

近
い
将
来
予
想
さ
れ
る
日
本
海

溝
、
千
島
海
溝
沖
地
震
に
伴
う
津
波

な
ど
に
よ
っ
て
日
高
沿
岸
の
主
要
道

路
が
被
災
を
受
け
た
場
合
、
交
通
手

段
の
確
保
の
た
め
、
代
替
と
な
る
道

路
の
新
設
の
早
期
検
討
と
計
画
的
推

進
を
要
望
し
ま
し
た
。

11
月
26
日
㈬
に
第
９
回
町
議
会
臨

時
会
、
12
月
17
日
㈬
に
第
10
回
町
議

会
定
例
会
が
招
集
さ
れ
ま
し
た
。

　

行
政
報
告
の
概
要
に
つ
い
て
お
知

ら
せ
し
ま
す
。
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町
議
会
議
長　

　

高
山

修

　

同　

副
議
長　

四
戸

正
彦

　

同　

議
員　

　

中
川

嘉
久

　

同　

議
員　

　

松
澤
以
久
子

　

同　

議
員　

　

木
村

英
彦

　

同

議
員　

　

金
谷

滿

　

同

議
員　

　

崎
廣

秀
樹

　

同　

議
員　

　

萱
野

久
彦

　

同　

議
員　

千
葉

良
則

代
表
監
査
委
員　
　

大
崎　

哲
也

農
業
委
員
会
会
長　

宮
入

司

選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長

三
神　

玲
子

公
平
委
員
会
委
員
長

奥
村

寛
行

民
生
児
童
委
員
協
議
会
会
長

和
田
与
志
男

副
町
長

佐
藤

和
三

教
育
長

松
田

拓
美

　

以
上
、
特
徴
的
な
と
こ
ろ
を
申
し
上
げ

ま
し
た
が
、
今
年
も
行
政
各
分
野
の
施

策
、
事
務
事
業
の
円
滑
な
る
町
政
運
営
に

向
け
努
力
す
る
所
存
で
す
の
で
、
引
き
続

き
町
民
の
皆
さ
ま
の
ご
尽
力
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

午
年
の
今
年
が
皆
様
に
と
っ
て
、
新
た

な
挑
戦
や
変
化
に
対
し
前
向
き
な
姿
勢

で
、
い
き
い
き
と
健
康
で
楽
し
い
年
に
な

る
こ
と
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新

年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

人
規
模
の
高
校
生
寮
を
建
設
し
、
生
徒
た

ち
の
良
好
な
生
活
環
境
の
確
保
を
図
る

予
定
で
す
。
地
元
を
は
じ
め
全
国
の
進
学

希
望
者
が
平
取
高
校
を
選
ん
で
も
ら
え

る
よ
う
、
高
校
、
行
政
、
地
域
が
一
体
と

な
っ
て
、
平
取
高
校
の
魅
力
化
を
さ
ら
に

進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
９
月
に
は
６
年
振
り

に
「
平
取
町
・
二
風
谷
国
際
先
住
民
族

フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
国
内

外
か
ら
関
係
者
が
集
ま
り
、
先
住
民
族
政

策
の
現
状
な
ど
を
国
内
外
に
発
信
す
る

と
と
も
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
や
地
域
の
課

題
を
共
有
し
、
議
論
す
る
有
意
義
な
機
会

に
な
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
取
り
組
み
を
含
め
、
地
域
計
画
に
則
し

た
当
町
の
ア
イ
ヌ
文
化
の
現
代
的
継
承

と
振
興
、
情
報
発
信
引
き
続
き
進
め
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

平
取
町
は
令
和
４
年
度
に
ゼ
ロ
カ
ー

ボ
ン
シ
テ
ィ
の
宣
言
を
し
て
い
ま
す
。
令

和
６
年
度
に
平
取
町
地
球
温
暖
化
対
策

実
行
計
画
（
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
計
画
）
を
策

定
し
、
令
和
27
年
（
２
０
４
５
年
）
に
基

準
年
度
の
１
２
０
％
の
温
室
効
果
ガ
ス

の
削
減
を
目
指
す
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
、
熱
供

給
施
設
に
よ
り
国
保
病
院
の
化
石
燃
料

使
用
量
の
抑
制
と
CO2
の
削
減
に
努
め
て

い
ま
す
。
今
後
さ
ら
に
び
ら
と
り
温
泉
で

の
バ
イ
オ
マ
ス
燃
料
ボ
イ
ラ
ー
の
導
入

や
農
業
生
産
と
合
わ
せ
て
行
う
ソ
ー
ラ

シ
ェ
ア
リ
ン
グ
の
導
入
な
ど
に
つ
い
て

検
討
し
、
域
内
の
温
室
効
果
ガ
ス
の
実
質

的
削
減
に
向
け
取
り
組
み
を
強
化
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
新
た
な
地
域
の
素
材
を
活

用
し
た
商
品
開
発
や
財
源
確
保
の
た
め

ふ
る
さ
と
納
税
の
取
り
組
み
も
強
化
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

当
町
で
も
猛
暑
の
夏
が
恒
常
化
し
、
農

畜
産
物
の
生
産
へ
の
影
響
を
心
配
す
る

状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
な

か
、
び
ら
と
り
ト
マ
ト
の
令
和
７
年
の
販

売
額
は
42
億
８
千
万
円
と
な
り
、
昨
年
の

販
売
額
を
上
回
り
ま
し
た
。
き
ゅ
う
り
の

販
売
額
も
３
億
７
千
万
円
、
米
の
価
格
も

高
い
水
準
で
推
移
し
ま
し
た
の
で
、
農
業

が
基
幹
産
業
の
平
取
町
に
と
っ
て
は
大

変
喜
ば
し
い
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
改
め

て
生
産
者
や
関
係
者
皆
様
の
日
頃
の
努

力
に
敬
意
を
表
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
ト
マ
ト
を
は
じ
め
と
す
る
農

畜
産
物
の
供
給
地
と
し
て
、
安
定
的
な
生

産
を
維
持
す
る
た
め
、
新
規
就
農
者
支

援
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
農
場
の
運
営
、
ス
マ
ー

ト
農
業
の
推
進
な
ど
、
各
種
農
業
振
興
施

策
を
引
き
続
き
拡
充
し
て
い
き
ま
す
。

　

地
域
に
高
校
が
な
く
な
る
こ
と
で
町

が
衰
退
す
る
こ
と
は
、
他
の
自
治
体
の
例

を
見
て
も
明
ら
か
で
す
。
持
続
可
能
な
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
る
う
え
で
、
地
域
の
最

高
学
府
で
あ
る
高
校
の
存
続
は
必
須
の

条
件
と
捉
え
て
い
ま
す
。
生
徒
の
減
少

に
よ
り
存
続
が
厳
し
く
な
っ
て
い
る
道

立
平
取
高
校
は
、
生
徒
確
保
の
た
め
、
令

和
６
年
か
ら
地
域
み
ら
い
留
学
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
活
用
し
た
生
徒
の
全
国
募
集
を

行
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
は
内
部
進
学
率
も

向
上
し
、
道
外
か
ら
の
生
徒
を
含
め
21
名

の
生
徒
を
確
保
し
存
続
の
条
件
を
満
た

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
全
国
か
ら
の
入

学
者
が
増
え
た
こ
と
に
よ
り
、
現
在
の
寮

で
は
受
入
れ
が
難
し
く
な
り
、今
年
は
40

　

新
年
あ
け
ま
し
て

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

皆
様
に
は
、
健
や
か
に
新
春
を
迎
え
ら

れ
た
こ
と
と
、
心
か
ら
お
歓
び
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　

令
和
７
年
度
は
平
取
町
の
町
政
の
指

針
と
な
る
「
平
取
町
第
６
次
総
合
計
画

（
平
成
28
年
度
～
令
和
７
年
度
）」
の
最
終

年
度
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
10
年
、
総
合

計
画
の
基
本
構
想
、
基
本
計
画
に
基
づ
き

当
町
の
振
興
発
展
の
た
め
の
事
業
を
進

め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

現
在
、
令
和
８
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
す

る
第
７
次
と
な
る
新
し
い
総
合
計
画
の

策
定
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
こ
の

計
画
を
基
本
に
、
地
域
や
社
会
情
勢
、
住

民
ニ
ー
ズ
の
変
化
な
ど
に
対
応
で
き
る

財
政
計
画
や
事
業
計
画
の
見
直
し
を
行

い
な
が
ら
、
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
に

取
り
組
む
所
存
で
す
。

賀
正
年
頭
あ
い
さ
つ

平
取
町
長

遠

藤

桂

一
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項　目
2013 年度
（基準年度）

2023 年度
（令和５年度）

2024 年度
（令和６年度）

前年度比 基準年度比
（割合） （割合）

ガソリン 168 39 38 ▲1 ▲2.6％ ▲130 ▲77 .4％

灯　油 832 748 653 ▲95 ▲12 .7% ▲179 ▲21 .5%

軽　油 3 33 27 ▲6 ▲18 .2% 24 800 . 0%

Ａ重油 611 263 270 7 2 . 7% ▲341 ▲55 .8％

ＬＰＧ 42 36 38 2 5 . 6％ ▲4 ▲9.5％

電　気 1,511 1 , 048 1 , 105 57 5 . 4% ▲406 ▲26 .9％

合　計 3,167 2 , 167 2 , 131 ▲36 ▲1 .7% ▲1,036 ▲32 .7%

《 エネルギー別ＣＯ２排出量内訳 》

　2024 年度の各施設・車両によ
るＣＯ２排出量は2,131 ｔで、基
準年度の2013 年度と比べ32 .7%
（1,036 ｔ）の減少となり、中期目
標値の2,213 ｔを下回る排出量
となりました。
　今後、2030 年度のＣＯ２排出量
削減目標を達成するため、より一
層の削減に向けた取り組みと「省
エネ」だけではなく「創エネ」の
取り組みを推進します。

◎ 2024 年度の温室効果ガス（ＣＯ２）の排出状況

　町では、温室効果ガス排出量を削減することを目的とした「平取町地球温暖化対策実行計
画（事務事業編）」を策定しています。
　この計画では、町が管理する施設において2013 年度を基準に省エネ対策と再生可能エネ
ルギーの導入により、2030 年度に温室効果ガスであるＣＯ２排出量の51％削減を目指してい
ます。

平取町地球温暖化対策実行計画平取町地球温暖化対策実行計画
　　　　（事務事業編）実績報告 2024 年度　　　　（事務事業編）実績報告 2024 年度
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固定資産評価審査委員（再任）
　蘆 原 宏 昭 氏（振内町）
 任期　令和７年８月12 日

～令和10 年８月11 日

　　教育委員（再任）
　小 林 明 美 氏（荷菜）
 任期　令和７年10 月28 日

～令和11 年10 月27 日

代表監査委員
　大 崎 哲 也 氏（荷菜）
 任期　令和８年１月１日

～令和11 年12 月31 日

町
議
会
に
お
い
て

　
選
任
、再
任
さ
れ
た
各
委
員

10
月
７
日
～
11
月
30
日
に
は
、
沙

流
川
歴
史
館
特
別
展
「
未
来
に
残
そ

う
大
切
な
樹
木
保
存
樹
と
推
し
の

木
」、10
月
12
日
に
歴
史
館
講
座
「
ま

ち
の
名
木
を
め
ぐ
る
バ
ス
見
学
会
」

の
実
施
、
ま
た
、
10
月
19
日
に
は
文

化
的
景
観
現
地
説
明
会
「
沙
流
川
流

域
の
チ
ャ
シ
跡
を
み
る
」、
26
日
に

博
物
館
特
別
展
講
座
「
あ
の
頃
の

二
風
谷
を
語
ろ
う
」
な
ど
の
イ
ベ
ン

ト
等
を
開
催
し
、
令
和
７
年
10
月
末

現
在
の
博
物
館
入
館
実
績
は
１
９
，

６
８
４
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

文
化
財
活
動

取
り
、
と
も
に
考
え
、
子
ど
も
達
に

と
っ
て
最
適
な
教
育
環
境
を
整
え
て

い
く
よ
う
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

　

教
育
委
員
会
の
「
令
和
９
年
度
統

合
」
案
に
対
し
て
、「
保
育
所
・
小
中

学
校
合
同
Ｐ
Ｔ
A
役
員
会
」「
長
知

内
・
振
内
・
岩
知
志
・
豊
糠
４
地
区

の
自
治
会
長
」
は
、「
令
和
８
年
度
か

ら
振
内
中
学
校
の
複
式
は
解
消
さ

れ
、
教
員
数
は
元
に
戻
り
、
ま
た
、
い

ろ
い
ろ
な
意
見
の
あ
る
な
か
で
統
合

す
る
こ
と
は
時
期
尚
早
で
あ
る
」
と

意
見
を
最
終
的
に
ま
と
め
ま
し
た
。

　

こ
の
意
見
を
教
育
委
員
会
と
町
部

局
で
検
討
し
た
結
果
、
令
和
９
年
度

の
振
内
・
平
取
中
学
校
の
統
合
は
見

送
る
と
結
論
付
け
、
11
月
11
日
の
総

務
文
教
常
任
委
員
会
に
報
告
、
そ
の

後
、
保
護
者
・
地
域
住
民
に
も
周
知

し
ま
し
た
。

　

小
中
学
校
の
今
後
あ
り
方
に
つ
い

て
は
、
各
校
の
児
童
生
徒
が
減
少
し

て
い
く
状
況
を
伝
え
な
が
ら
、
保
護

者
や
地
域
の
状
況
や
考
え
方
を
聞
き

振
内
中
学
校
の
状
況

11
月
26
日
に
平
取
町
地
域
ク
ラ
ブ

を
創
設
す
る
た
め
の
検
討
委
員
会
を

開
催
し
、
地
域
ク
ラ
ブ
創
設
ま
で
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
や
組
織
体
制
を
確
認

し
、
来
年
２
月
の
創
設
に
向
け
準
備

し
て
い
る
状
況
で
す
。
令
和
８
年
～

11
年
の
間
に
、
土
日
祝
日
の
学
校
部

活
動
を
地
域
に
移
行
す
る
こ
と
を
目

標
と
し
て
、
先
生
に
代
わ
る
指
導
者

や
予
算
確
保
な
ど
、
日
高
町
と
連
携

し
て
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

９
月
以
降
、
生
涯
学
習
課
社
会
教

育
係
と
日
高
町
と
の
合
同
会
議
を
持

ち
「
令
和
７
年
度
中
に
、
そ
れ
ぞ
れ

の
日
高
町
・
平
取
町
の
両
町
で
、
学

校
部
活
動
に
代
わ
る
組
織
、
地
域
ク

ラ
ブ
を
立
上
げ
る
」
こ
と
を
確
認
し

ま
し
た
。

部
活
動
の
地
域
移
行

　

令
和
８
年
度
の
入
学
者
数
は
、
昨

年
度
比
較
で
１
名
増
の
21
名
と
な
っ

て
い
ま
す
。
学
校
別
で
は
、
紫
雲
古

津
小
学
校
は
２
名
、
平
取
小
学
校
は

14
名
、
二
風
谷
小
学
校
は
１
名
、
貫

気
別
小
学
校
は
２
名
、
振
内
小
学
校

は
２
名
と
な
り
、
町
内
の
子
ど
も
の

数
が
、
減
っ
て
き
て
い
る
こ
と
は
明

ら
か
で
す
。

令
和
８
年
度

新
入
学
児
童
数

「
各
教
科
で
身
に
着
け
た
こ
と
を

様
々
な
課
題
の
解
決
に
生
か
す
こ
と

が
で
き
た
」「
他
者
と
協
力
し
あ
い

学
習
課
題
や
活
動
を
工
夫
し
た
」
な

ど
の
項
目
は
、
全
国
平
均
よ
り
高
い

回
答
率
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
同
様
に
「
授
業
改
善
」

等
に
役
立
て
、
平
取
町
の
子
ど
も
達

の
た
め
に
、家
庭
・
学
校
・
教
育
委
員

会
が
連
携
し
た
取
り
組
み
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

　
（
結
果
の
詳
細
は
教
育
委
員
会
か
ら
の

お
知
ら
せ
参
照
）
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ハワイ研修の翌週10 月９日㈭には、カイルア高校の海外
研修の一環として、ハワイで交流した学生10 名が平取高校
を訪問しました。高校生同士は再会を喜び、さらに絆を深く
した様子でした。

　今回の研修で、特にカイルア高校との交流では、平取高校
の生徒たちが目的意識を持ち、発表の事前準備を綿密に行っ
たことで、とても良い交流が出来ました。若いうちに世界の
他の文化を肌で感じることの出来るとても有意義な研修に
なりました。

カイルア高校訪問カイルア高校訪問
　同学年の地元高校生約30 名と交流を行いました。歓迎の
儀式後、室内でそれぞれの文化を紹介。ハワイの生徒からは、
鳥の羽で作る伝統的なガウンの塗り絵、自生する植物の葉
を使ったネックレス作りと花作りを習いました。平取高校生
からは、平取町を紹介するプレゼンテーションを２年生が担
当。その後、アイヌ語、アイヌ舞踊、アイヌ紋様切り絵を紹介
する班に分かれ、それぞれのワークショップを行うことで、
現地高校生に全ての体験をしてもらいました。
　午後は野外でハワイの伝統的な遊びを紹介してもらいな
がら一緒に体験し、約５時間を一緒に過ごしました。言葉の
壁はありましたが、高校生同士はすぐに打ち解け、別れを惜
しむほどの濃密な交流となりました。

　ポリネシアンカルチャーセンター訪問ポリネシアンカルチャーセンター訪問
　ここではハワイだけでなく、ポリネシアンの島々の
他の文化も体験と共に学べ、先住民族の文化が繋がっ
ていることを実感しました。各島の文化を紹介する舞
台は、その迫力、クオリティーの高さともに圧巻でした。

　ビショップ博物館見学ビショップ博物館見学
　日本語展示解説でハワイ王国の歴史、ハワイアンの文
化について深く学びました。
　博物館内では、ハワイ語とフラダンスのワークショッ
プも体験しました。

　「異文化を理解・尊重し、自己の文化への理解を深めつつ他者と共に生きる資質やコミュニケー
ション力を養う」ことを目的とした平取町青少年国際交流事業は、令和６年度から平取高校海外研
修として取り組まれ、今年は９月30 日㈫～10 月４日㈯まで、平取高校１年生と２年生の20 名がハ
ワイ研修に参加しました。
平取高校では、昨年度より高校魅力化の一環として「アイヌ文化学習」を取り入れ、ハワイ研修は、

世界の他の先住民との交流を図り「異なる文化や価値を理解し、協働社会を探求する学習の機会と
する」と位置づけています。ハワイ先住民との交流のなかで日頃のアイヌ文化学習の成果を発表す
ることも研修の目的としています。
　また、この海外研修は「アイヌ政策推進交付金」を活用した研修事業のひとつです。

平取高校国際交流事業（海外研修in ハワイ）平取高校国際交流事業（海外研修in ハワイ）
令和７年度アイヌ政策推進交付金事業












